
奈良の文化・歴史にふれよう

県では、「次世代の創造力育成」「世代を超えた交流」「文化観光の拠点」といった役割を担う文化施設において、
多様な取り組みを行っています。その一環として、「奈良県の子ども、若者の未来への責任」「豊かで活力ある奈良
県を創る責任」を果たすことを目的に、文化施設における減免制度の見直しを実施。今年4月より以下の3施設につ
いて、18歳未満および高校生の観覧料が原則無料になりました。ぜひこの機会に足を運んでください。

※巡回展などの共催企画については個別設定となります。

県
立
美
術
館

1奈良市登大路町10‐6
29時～17時（入館は16時30分まで）
5月曜（祝日の場合は翌平日）、展示替期間

知 る と 、も っと 好 き に な る

主任学芸員 深谷 聡さん
 

私
が
担
当
す
る
の
は
、日
本
画
壇

の
風
雲
児
的
存
在
で
あ
る
中
村
正

義
の
巡
回
展
で
す
。中
村
正
義
は

花
鳥
風
月
が
基
本
だ
っ
た
日
本
画

の
流
れ
に
対
し
、次
々
と
新
し
い
表
現
に

挑
戦
し
ま
し
た
。中
村
正
義
の
死
か
ら
約

50
年
。彼
が
未
来
に
向
か
っ
て
や
ろ
う
と

し
て
い
た
こ
と
は
今
ど
う
感
じ
ら
れ
る

か
。そ
の
答
え
を
ぜ
ひ
見
つ
け
に
来
て
く

だ
さ
い
。

　

日
本
画
や
浮
世
絵
な
ど
の
日
本
美
術
を
中
心
と

し
た
約
4
6
0
0
点
を
所
蔵
。画
家
・
収
集
家
の
吉

川
観
方
に
よ
る
収
集
品
を
筆
頭
と
し
た
鎌
倉
時
代

〜
現
代
の
優
品
に
加
え
、奈
良
に
ゆ
か
り
の
深
い
美

術
工
芸
品
を
随
時
収
集
し
、企
画
展
や
特
別
展
を
開

催
。奈
良
ゆ
か
り
の
現
代
作
家
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

【
5
月
の
主
な
展
示
内
容
】

企
画
展「
新
・
古
美
術
鑑
賞
」

特
別
展「
生
誕
1
0
0
年 

中
村
正
義 

ー
そ
の
熱
と
渦
ー
」

わたしの
イチオシ!

万
葉
文
化
館

1明日香村飛鳥10
210時～17時30分（入館は17時まで）
5月曜（祝日の場合は翌平日）、展示替期間

　
『
万
葉
集
』を
中
心
と
し
た
古
代
文
化
に
関
す
る

総
合
文
化
拠
点
で
、ジ
オ
ラ
マ
や
万
葉
劇
場
な
ど

体
験
型
の
常
設
展
が
好
評
。特
別
展
や
館
蔵
品
展

で
は
、万
葉
日
本
画
1
5
4
点
を
含
む
約
7
0
0

点
の
美
術
品
や
、『
万
葉
集
』写
本
な
ど
の
約
3
0
0

点
の
古
典
籍
を
厳
選
し
て
公
開
。「
飛
鳥
池
工
房
遺

跡
」と
も
共
存
し
て
い
ま
す
。

【
5
月
の
主
な
展
示
内
容
】

館
蔵
品
展

「
柿
本
人
麻
呂 

ー
万
葉
歌
人
か
ら
歌
聖
へ
ー
」

橿
原
考
古
学
研
究
所

附
属
博
物
館

1橿原市畝傍町50‐2
29時～17時（入館は16時30分まで）
5月曜（祝日の場合は翌平日）主任研究員 鈴木 朋美さん

　

い
ち
ば
ん
の
魅
力
は「
教
科
書

で
見
た
こ
と
が
あ
る
！
」実
物
に

出
会
え
る
こ
と
。博
物
館
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
イ
ワ
ミ

ン
」の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
人
物
埴
輪
や
見

て
い
る
だ
け
で
癒
や
さ
れ
る
動
物
埴
輪

な
ど
、映
え
写
真
が
撮
れ
る
展
示
物
も

い
っ
ぱ
い
で
す
よ
。正
解
率
に
よ
っ
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
ク
イ
ズ
も
館
内
で

配
信
中
で
す
。

　

奈
良
の
歴
史
に
つ
い
て
学
べ
、観
光
施
設
の
機
能

も
併
せ
持
つ
博
物
館
。藤
ノ
木
古
墳
か
ら
の
出
土

品
を
は
じ
め
、国
宝
や
重
要
文
化
財
を
含
む
貴
重

な
文
化
財
を
多
数
所
蔵
し
て
い
ま
す
。常
設
展
で

は
、旧
石
器
時
代
〜
中
世
ま
で
の
奈
良
県
出
土
の

実
物
資
料
約
１
万
点
を
展
示
し
、「
目
で
み
る
日
本

の
歴
史
」が
体
感
で
き
ま
す
。

【
5
月
の
主
な
展
示
内
容
】

春
季
特
別
展「
王
陵　

桜
井
茶
臼
山
古
墳
」

わたしの
イチオシ!

※

特集 2

企画・研究係長 井上 さやかさん

　

万
葉
文
化
に
つ
い
て
、見
て
、感

じ
て
、体
験
し
な
が
ら
、ど
な
た
で

も
楽
し
く
学
べ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
す
。5
月
10
日
〜
6
月
29
日
の

館
蔵
品
展
で
は
、歌
人
・
柿
本
人
麻
呂
が

詠
ん
だ
歌
を
モ
チ
ー
フ
に
描
か
れ
た「
万

葉
日
本
画
」15
点
を
含
む
絵
画
や
、『
万
葉

集
』の
写
本
や
注
釈
書
を
紹
介
し
、柿
本

人
麻
呂
が
後
世
に
与
え
た
影
響
を
た
ど

り
ま
す
。

わたしの
イチオシ!
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特集 2

県
立
図
書
情
報
館
が
開
館
20
周
年
を
迎
え
ま
す
！

　

奈
良
県
立
図
書
情
報
館
は
平
成
17（
2
0
0
5
）年
11
月

3
日
に
開
館
し
、今
年
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。約
80
万
冊
の

蔵
書
を
有
す
る
従
来
の
図
書
館
機
能
に
加
え
、「
奈
良
県

の
歴
史
と
文
化
の
伝
承
、創
造
の
発
信
メ
デ
ィ
ア
」の
役
割

を
務
め
る
べ
く
、多
様
な
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。近
年
そ
の
数
は
年
間

約
2
0
0
件
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

ま
た
、貴
重
な
資
料
を
次
世
代

に
残
す
取
り
組
み
と
し
て
、公
文

書
や
古
文
書
、古
絵
図
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、「
進
化
す
る
図
書
情

報
館
」を
目
指
し
て
成
長
し
て
ま

い
り
ま
す
。ど
う
ぞ
、ご
期
待
く

だ
さ
い
。

県
文
化
施
設
連
携
企
画

柿
本
人
麻
呂
を
テ
ー
マ
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
！

か
き
の
も
と
の
ひ
と 

   

ま    

ろ

　

柿
本
人
麻
呂
は
飛
鳥
時
代
に
活
躍
し
、後
に「
歌

聖
」と
称
さ
れ
た
歌
人
で
す
。低
い
官
吏
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、宮
廷
歌
人
と

し
て
持
統
天
皇
・
文
武
天
皇
の
行
幸
や
諸
皇
子
の
旅

に
従
い
、各
地
で
数
多
く
の
歌
を
詠
み
ま
し
た
。雄
大

か
つ
重
厚
な
表
現
が
特
徴
の
格
式
高
い
作
風
で
、『
万

葉
集
』に
も
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。　　

　

県
で
は
、文
化
施
設
な
ど
で
柿
本
人
麻
呂
を
テ
ー

マ
と
し
た
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

県
立
図
書
情
報
館

千
田
稔
館
長
公
開
講
座 

図
書
館
劇
場
XX
第
３
幕

2
９
月
28
日（
日
）13
時
〜
16
時

奈
良
公
園
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

万
葉
集
を
う
た
う

2
5
月
18
日（
日
）14
時
〜
16
時
20
分

県
立
図
書
情
報
館
開
館
20
周
年
に
あ
た
っ
て

　

県
立
図
書
情
報
館
は
今
年
の
11
月
に
開
館
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。蔵
書
数
約
80
万

冊
が
一
つ
の
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。一
冊
の
本
は
、万
巻
の
本
と

の
接
点
を
も
っ
て
存
在
す
る
と
い
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。図
書
情
報
館
は
そ
の
よ

う
な
知
の
宇
宙
な
の
で
す
。こ
れ
ま
で
、約
9
6
0
万
人
が
本
館
に
来
訪
さ
れ
、そ
れ

ぞ
れ
に
独
自
の
知
の
宝
庫
を
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
こ
と
と
の
関
わ
り
で
、私

た
ち
が
図
書
情
報
館
に
来
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
期
待
す
る
こ
と
は
、関
心
の
あ
る
テ
ー

マ
で
、人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。図
書
情
報
館
が

文
化
情
報
を
も
っ
て
交
流
す
る
場
で
あ
り
た
い
と
思
う
の
で
す
。

　

本
館
が
開
館
し
て
約
1
年
半
後
に
ア
メ
リ
カ
で
初
代
i
P
h
o
n
e
が
販
売
さ
れ

た
と
き
の
、好
奇
な
も
の
に
引
き
込
ま
れ
た
私
の
気
持
ち
は
、今
も
忘
れ
て
は
い
ま
せ

ん
。ス
マ
ホ
は
、情
報
を
得
る
に
は
極
め
て
便
利
な
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、同
時
に
、引

き
裂
か
れ
た
知
の
断
片
に
よ
っ
て
、全
体
像
だ
と
思
い
込

ま
せ
て
し
ま
う
麻
薬
の
よ
う
な
も
の
で
す
。万
巻
の
書
か

ら
な
る
図
書
情
報
館
と
い
う
堅
固
な
宇
宙
を
私
た
ち
は
守

ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。

千
田 

稔
さ
ん

館
長
　

20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

図
書
館
劇
場
XX

「
私
が
奈
良
に
魅
せ
ら
れ
た
こ
の
一
冊
」

紹
介
文
コ
ン
テ
ス
ト

　
「
奈
良
の
近
代
と
レ
ジ
ェ
ン
ド
な
人
々
」を

テ
ー
マ
に
、千
田
館
長
と
多
彩
な
ゲ
ス
ト
が

講
演
し
ま
す
。

2
①
5
月
25
日（
日
） 

②
7
月
27
日（
日
）

③
9
月
28
日（
日
） 

④
11
月
23
日（
祝
）

⑤
1
月
25
日（
日
） 

⑥
3
月
22
日（
日
）

里
中
満
智
子
展

　

持
統
天
皇
が
主
人
公
の『
天
上
の
虹
』（
講

談
社
漫
画
文
庫
）な
ど
、奈
良
ゆ
か
り
の
歴
史

ロ
マ
ン
を
描
く
漫
画
家 

里
中
満
智
子
さ
ん
の

作
品
展
。

2
11
月
1
日（
土
）〜
16
日（
日
）

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト 
11
月
2
日（
日
）

奈
良
を
描
く
小
説
家
ト
ー
ク

①
万
城
目 

学
さ
ん（
直
木
賞
作
家
）

　

2
7
月
5
日（
土
）

②
澤
田 

瞳
子
さ
ん（
直
木
賞
作
家
）

　

2
7
月
21
日（
祝
）

　

奈
良
に
導
か
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

「
奈
良
の
本
」の
紹
介
文
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】５
月
〜
９
月

※
詳
し
く
は
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

1
奈
良
市
大
安
寺
西
1
‐
1
0
0
0
　
2
9
時
〜
20
時

5
月
曜（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）、毎
月
末
日（
土
・
日
・
月
曜
の
場
合
は
、そ
の
前
の
平
日
）

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
・
応
募
方
法
、

そ
の
他
の
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

は
図
書
情
報
館
H
P
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

各
館
の
詳
細
は
こ
ち
ら

ほ
か
に
も
、万
葉
文
化
館
な
ど
で
も

イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
楽
し
み
に
！

伝　

土
佐
光
元「
柿
本
人
麻
呂
像
」

4県文化振興課 ☎0742‐27‐8478　60742‐27‐8481
県文化財課 ☎0742‐27‐9864　60742‐27‐5386
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